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周辺環境に配慮した中規模オフィスビル
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北側外観

配置図

計画建物

山手通り

換気口工事範囲

南東外観

・空気浄化のしくみ

基準階EVホール

執務室

平面図

自然採光の有効利用

による照明の電力消

費量削減

■ELVホール

容積率を抑える事で周辺建

物より建物高さを抑える

■建物高さ
高効率な

設備システムの採用

■設備機器

ヒートアイランド抑

制効果及び空調負荷

低減の低減を図る

■屋上庭園

容積率を抑える事で地

上部の緑化。

周辺環境への配慮

■外構

ホリの深い開口部に

よる日射量の低減

■事務所

■事務所

外構

（緑化）

屋上庭園

高効率照明器具の昼光

センサーによる調光制

御及び初期照度補正に

よる電力消費量の削減

断面図

基準階トイレ

東京都西五反田に山手通りに面して建つ事務所ビルである。

容積率約770％の敷地に対して、余裕を持った計画とし容積を約550％に抑え

ている。容積を抑えた部分及び、天空率により生みだされた空地を用いて車

椅子利用者が快適に移動できる通路を設けたり積極的に緑化を行い周辺･地

域への配慮を行っている。

また、建物高さにおいても周辺建物より少し低くすることで通りへの圧迫感

を減少している。

屋上には高木を含めた緑化を施し、オフィスワーカーだけではなく山手通り

からの眺望も考慮している。

山手通りで首都高速の換気口の工事を行っているため、片側１車線の規制が

設けられている。そのため、鉄骨搬出入における前面道路への負荷を考慮し

て、鉄骨の採用を中止しプレストレスRC構造を採用する事で約２０メートル

の無柱空間を構成している。

これは結果的に建物PML値の向上および前面道路からの室内への振動の低減

に貢献した。

外観計画

建物の外観はRCの特性を生か

し彫りの深い外観とし重厚さ

と同時に、室内への日射の影

響を低減している。

外装材の大部分を占めるタイ

ルとガラスに光触媒塗装を施

し空気浄化作用によるNOX除

去による環境貢献を行ってい

る。

内部空間

内部においては、周囲の状況を考慮し積極的に自然採

光を取り入れ自動調光設備を用いて照明負荷の低減を

図っている。また、屋内階段をEVホールに設置しEVと

の一体的利用を図ることによりEVへの負荷低減を図っ

ている。

さらに、共用部の照明に空間の「明るさ感」を評価す

るパナソニック電工の独自指標「Few（フー）」を参考

にした。この結果床面の水平面照度で照明計画した場

合と比較し、照明器具の数や出力を減らすことが出

来、電力消費量の削減につながっている。

設備計画

照明器具は、専用部にHF照明、共用部

にLED照明を採用している。

空調設備には高効率の個別空調システ

ムを採用し、省エネルギー、省管理を

実現している。
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